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関西医療学園専門学校　理学療法学科　金井一暁

Introduction
お初にお目にかかります。私この4月より恐れ多くも関西医療学園専門学校　理学療法学科の教員助手として勤務することになりました金井と申します。榊原白鳳病院・一泊研修会・松浦亜弥のkey wordで「めっちゃホリデー」なダンスシーンがフラッシュバックした先生方、そう、あの金井です。悪気がなかったこととはいえ、いろんなところで多くの先生方のトラウマになってしまっているようで大変申し訳なく思います・・・が、今後ともどうぞよろしくお願い致します。

話を戻しまして、去る5月22日から24日、長野県長野市のビッグハットにおきまして第38回日本理学療法学術大会が開催され、関西医療学園専門学校からは大工谷新一先生（大阪府理学療法士会理事および全国代議員にご当選おめでとうございます！）と高崎恭輔先生、六地蔵総合病院から渡邊裕文先生、第一岡本病院から三浦雄一郎先生、布谷美樹先生が発表されました。その学会の模様を報告させていただきます。まずはじめに、上記先生方の演題名を演題番号順に挙げさせていただきます。
 

97. 民間フィットネスクラブで習慣的に運動を実施する中高年者の運動継続因子に関する研究

関西医療学園専門学校理学療法学科　大工谷新一

301. 座位での側方移動距離が骨盤側方傾斜角度と腹斜筋群の筋積分値に及ぼす影響　

－足底接地した座位としていない座位との比較－

六地蔵総合病院リハビリテーション科　渡邊裕文

454. 歩行時における体幹筋の筋活動　

－若年層と壮年層の比較－

第一岡本病院リハビリテーション科　三浦雄一郎

809. リフティング動作時の体幹筋の筋活動　

－重量負荷における影響－

第一岡本病院リハビリテーション科  布谷美樹

858. サイレントピリオド記録の再現性に関する研究

　　 －同一測定日における検討－

関西医療学園専門学校理学療法学科　高崎恭輔
5月22日（木）学会初日
＜車中にて＞

大工谷先生と新大阪で待ち合わせ、長野への4時間の電車の旅が始まりました。名古屋で電車を乗り換えると車内はPTっぽい人で一杯でした。

D：そろそろ発表でしゃべること考えな。

K：え！？今から考えるんっすか！

なんていう衝撃の会話の後、大工谷先生は5分ほど原稿に目を通されて

D：よっしゃ。金井～、ビールは昼がうまいんやで。お前飲めへんの？

K：電車の揺れで気分悪くなりそうで・・・1本ぐらいなら大丈夫だと思うんですけど。

D：1本に決まってるやろ、お前何本飲むつもりやってん。

　そして私はほたて貝柱を食べつつ、真っ赤な顔をした大工谷先生から恋愛テクとハンドリング技術の相関関係について講義を受けるのでありました・・・。

（K：今からほんとに学会に行くんだろうか・・・）

　長野に到着したのは大工谷先生の発表の2時間ほど前。駅を出るとそこには「第38回　日本理学療法学術大会」の大きな看板が掲げられており、本学術大会の規模の大きさが伺えました。

＜会場ビッグハット到着～！＞

　会場となるビッグハットはモー娘がコンサートを開く程の大会場で（ちなみに当日は市民会館みたいなところで中森明菜のコンサートがあったらしい）、会場の前に立っただけで発表もないのに私は胸高鳴り、なぜか緊張してしまいました。

　大工谷先生と私が受付を済ませるために2Fへと歩みを進めたそのとき！目に飛び込んできたアンビリーバボーな映像とは！？
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激写！三浦先生乗り上げる！業者の人も唖然

　なんと学会初日の早いうちから一人で電動カーを試乗していたのは・・・三浦先生じゃないですかー！しかも「電動カー試乗」ののぼりをはためかせながら、ちょっと楽しそう・・・。

　後で聞けば、三浦先生は先に大工谷先生に気づいておられたようで、見つからないように姿を潜めて電動カーに試乗する機会をうかがっていたとか。大工谷先生の姿が見えなくなるのを確認し、満を持して試乗したところ大工谷先生が急に戻ってきて激写！となったわけですね・・・。しっかり印象記のネタにさせて頂きました。三浦先生ごめんなさーい。

＜一般口述発表＞

　ビッグハットは第1から第9会場に分けられ、どの部屋も盛況の様子でした。日本各地からこれだけ数のPTが集まって自分の研究内容を発表し、意見交換や議論をする。自分の知らないところでさまざまな考えを持った先生方が自身の疑問に基づいた研究をどんどん進めておられ、その結果が臨床に活かされていく。自分も見聞を深めて幅広い知識を習得し、このような場で積極的に議論に参加できるようになりたいと感じずにはいられませんでした。

　午後からの大工谷先生の発表はもちろん滞りなく終了し、緊張の色を全く見せない堂々とした大工谷先生の発表っぷりは胸キュンものでした。

　その後私はひとり同会場に残り、「測定・評価」のセクションにて発表を聞かせて頂きました。「測定・評価」のセクションでは6題の演題のうち、3題までがCVA患者さんのリーチ動作や拾い動作と歩行能力、身体機能の関係を論じたものでした。足圧中心や重心の移動範囲、床リーチ距離などを指標として健常者とCVA患者さんとのデータを比較し、歩行能力との関係などを考察されていました。どの発表においても指標とした因子と歩行能力などとの相関について肯定的な意見を述べられていましたが、会場からの指摘にもあったのですが、やはり一つの因子でCVA患者さんの歩行能力を評価するのは困難であり、結局多方面からの考察が必要であるといったところに話は終結していました。

歩行能力と他の動作との関連をより定量的に論じようという試みが積極的になされてはいるものの、なかなか一筋縄ではいかないものだと改めて感じました。

　ところで話は変わりますが、以前から思ってたんですけど、PT学会での発表って、原稿を読んでもいいんですね。以前私が発表したことのある機会系の学会では原稿は読まないのが暗黙の了解だったので、ちょっと驚きました。

　でも本当に、かなり専門性の高いものから臨床に即したものまで色んな研究があって、知らない用語もばんばん飛び交っていて自分の無知さを思い知らされました。それと同時に、案外自分の研究なのに実験方法とか使用機器の性能・特性なんかを十分理解されていない方も多いんだなとも感じました。私もこれは教訓にせねば！

＜ポスター演題＞

　一般口述発表に続き、ポスター演題にも顔を出して参りました。私が興味引かれたのは、「運動学」のセクションに掲げられていた「脳卒中片麻痺患者の歩行分析‐歩行周期と非麻痺側下肢の関節角度との関連－」でした。内容は、非麻痺側下肢の立脚期の特徴に関しては、麻痺側下肢の随意性の低下により、麻痺側下肢の持ち上げ動作と、非麻痺側での片脚立ちバランスの保持のために膝関節を完全伸展に近い状態にしていると考えられ、非麻痺側下肢の遊脚期の特徴に関しては、麻痺側下肢の立脚時間の低下により、非麻痺側下肢で早期に支持活動を要求されるために、遊脚期の関節角度が健常者より少なくなっていると考えられる、といったものでした。内容は至ってsimpleなものであり、結果としては非麻痺側下肢に着目！とは言いつつも、非麻痺側下肢の異常性は麻痺側からの影響であるといったものであったように思われます。現在、関西鍼灸大学の鈴木先生が片麻痺患者さんの非麻痺側下肢の機能にも着目されているので、非常に興味深くこの演題を聞かせていただいたのですが、少し観点が違っていたようでした。しかし、非麻痺側に着目されて研究を始められた先生が他にもおられたとは・・・う～ん、負けていられませんね！

＜LET’S GO ‘N’ DO!　（権堂）＞

　さてafter fiveです。さあ、ここからの執筆が難しい。どこまで書いていいものか・・・。ありのまま書いてもデスク（編集長：D工谷先生）でカットされるんだろーなー。

　初日の夜は長野名物馬刺しを探し求めて、大工谷先生、渡邊先生、三浦先生、布谷先生と金井で夜の町権堂を歩き巡りました。巡りめぐってたどり着いたのが一軒の日本料理屋「やま」で、おかみが「ここらではうちが一番おいしい」と豪語するだけあって、それはそれはすばらしいものでした。結局馬刺は既に売り切れでありつけなかったのですが、山菜のてんぷらに、うるか（鮎のはらわた）、鴨にイカわた・・・一口食べる度に

D：やばいよ、これ。

M：（にやり）←言葉にならないほどのおいしさというわけです。

W：うるかに日本酒があれば十分だね。

と絶賛！善光寺秘蔵酒にうるかの組み合わせは得もいえぬ味わいでした。このときまだ大阪におられた高崎先生、まじでおいしかったっすよ～。

　さーて、食事を堪能し布谷美樹先生だけがホテルに戻られました。残ったのは大工谷先生、渡邊先生、三浦先生、金井・・・これは何を意味するのでしょうか・・・。と期待させたものの、初日は至って健全に4人でマッサージに行き、のほほ～んとしてホテルに戻ったのであります。ただこのマッサージで若干1名、何を勘違いしたのか「ProneからSupineへの体位変換」を期待していた者がいたとかいなかったとか・・・。

5月23日（金）学会２日目

＜機器展示会場にて＞

　学会2日目は、主に機器展示会場を見て歩きました。以前医療機器の展示会場で機器説明担当をしたことのある私にとっては、なんとなく懐かしい感じのする会場でした。会場は概ね盛況であったように思われますが、案外ホイストやリフト、膝矯正装具などのブースに常に人が集まっていたように思われます。福祉機器や介護領域への関心の高さの表れでしょうか。そういう私は、ジースポートという企業が発表している三次元動作解析ツール、筋力推定計算エンジン「アルモ」という機器を見てきました。これは3Dモーションデータとフォースプレートデータより、筋骨格系モデルに逆動力学を用いて計算した各関節トルクと、Hillの筋肉モデルを用いて、最適化計算により筋力を推定計算し、筋力、パワー、消費カロリーなどを求め、3Dアニメーションと解析値グラフで表示することが可能な機器ということです。とにかく視覚的に筋の活動状況が分かるという点に非常に興味をそそられました。Evidence-based Physical Therapyが謳われる今日においては、このような客観性のあるデータが得られる機器にも幅広く関心を持つ必要があるのではないかと感じました。

＜ランチョンセミナー＞

午後からはランチョンセミナーに参加させていただきました。テーマは“障害評価・治療プログラム立案を助ける”「臨床動作分析マクロシステム」－「研究機器から検査機器へ」の変貌－ということで、最初の講演では診療報酬点数の改変や新規検査機器導入に関する諸問題などについて話されていました。ちなみに昼食はサンドウィッチでした（なぜか大工谷先生は2パック）。人の集まりはまずまずでしたが、残念ながら昼食が目的の方も多かったようで、司会の方から、「食事だけとって出て行くのは止めてください」と注意される始末・・・。これには参りました。会場の雰囲気も悪くなりますよね～。

＜LET’S EAT 馬刺＞

いや～、ついにこのコーナーが来てしまいましたね。大工谷先生を知ってから3年と2ヶ月になりますが、初めてですねー、あんな純な大工谷先生を見たのは・・・。まあ、その話は後にとっておくとして。

この日は昨晩ありつけなかった馬刺しをなんとしても食べなくてはいけなかった私たちは、長野駅近くの居酒屋に足を運ぶことになりました。この日は大工谷先生、渡邊先生、三浦先生、布谷先生、高崎先生（1日遅れで長野入りされました）と金井に加え、関西医療学園卒業生の小串先生にもご一緒していただき、楽しいひとときを過ごさせていただきました。

今回の居酒屋も料理の味は絶品で、しもふり馬刺しに馬鹿刺し（馬刺しと鹿刺し）、数種の名酒に皆ご機嫌でした。馬刺しを一口・・・

D：ばしっ！（三浦先生の左肩を叩いて）これ、やばい！

　　やばいよ～。

M：（にやり）

（K：昨日も見たような光景やな・・・）

Ｗ：最高やね。

よほどお気に入りだったんでしょうか、大工谷先生は「やばいよ」の連発でした。今日はみなさん昨日よりもさらに上機嫌のご様子。その場を激写！
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馬刺しを囲んでいい感じ

ちなみに金井は両手に花だったのであります～(^0^)／
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このお三方には一体何が見えていたのやら・・・

　馬刺しを堪能して、気分も最高潮になったところで、私たちは居酒屋を後にし、布谷先生だけがホテルに戻られました（このsituationは昨日と同じでは・・・Oh!dangerous!）。ここで大工谷先生と小串先生はShot Barへ行き、渡邊先生と三浦先生、高崎先生と金井は居場所を求めて夜の街へと繰り出すのでした。

　　　　　　　　　　そして1時間の時が流れ・・・

　4人のうち一人は“extension”（西守先生の印象記参照）

　金井とM先生は“Oral Brothers（大工谷先生命名）”結成の運びとなったのです。

　M先生、これからは「兄さん」と呼ばせていただきます！

　

  その後T先生が起こした“extension ”lagのため、渡邊先生・三浦先生組と高崎先生・金井組に分かれて行動することになりました・・・。

　この後高崎先生と金井は大工谷先生と小串先生と合流し、ラーメンを食べに行くことになるのですが・・・。あー、書きたい、しゃべりたい、写真を載せたい！D工谷先生～、以外と真っ直ぐなんですよね～。二度とあんな姿見られないんでしょうね。う～ん、これ以上書くと、関西医療学園クビになるのかなあ。え～い、クビ覚悟で一枚だけ写真載せちゃえ！2ヶ月という短い間でしたが、専門学校の先生方大変お世話になりました～（；－；）／

（・・・と意を決して写真を掲載しましたが、やはり非公開となりました・・・）

5月24日（土）学会最終日

＜高崎先生発表＞

　最終日は高崎先生の全国学会デビューの発表がありました。高崎先生は落ち着いた口調で発表され、かなりイイ感じでした。発表が終わられた後は非常に爽やかな面持ちで、それを見ていると何かを成し遂げるっていいなーって感じずにはいられませんでした。
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高崎先生の発表風景

＜一般口述発表＞

高崎先生が発表されたセクションは「測定・評価」のセクションであり、高崎先生以外の先生方の発表は、筋音図や3軸加速度、義歯など、恥ずかしながら私には聞きなれない用語がいくつか出てくるものでした。しかしながら、発表内容は難解というものではなく、比較的容易に話の筋は理解できるものでありました。

このセクションで質問をされていたのはほとんど大工谷先生であり、演題発表が終わると座長が（質問を求めて）大工谷先生の顔を見るといった状況でした。私の印象では大工谷先生の質問は極端に難解なものではなく、統計処理についてであったり、加速度測定システムにおいて加速度が0になったときの演算処理はどうなっているのかといった、研究に直接携わる者であれば当然答えられるであろう質問であったように思われました。当然のことではありますが、自分の研究、発言にはしっかりと責任を持たないといけないなと身の引き締まる思いでした。

＜牛に引かれて善光寺参り＞

　高崎先生の発表も終わり、大工谷先生、高崎先生、金井の3人で帰りの電車の時刻まで善光寺参りに行くことになりました。今年は七年に一度開催される本尊一光三尊阿弥陀如来の御開帳の年ということで、かなりの人で賑わっていました。本殿に入るまで3時間半待ちという混みようで、結局本殿を外から眺めるだけに終わりました。しかーし！善光寺・・・清らかな心を持つ私たち3人にとって長野の最後を締めくくるにふさわしい場所だったのではないでしょうか。
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善光寺

その後・・・

善光寺の門前通りで、「味噌ソフト」なるソフトクリームが売られているという情報をあらかじめ入手していた我々は、善光寺を後にして「味噌ソフト」を求めて歩みを進めたのでした。いや～それにしても、地図片手に首からデジカメをぶら下げている高崎先生と、大荷物の金井、左右重心動揺の大きな大工谷先生の3人が門前通りを歩いている姿は、これぞ“初海外旅行の日本人観光客”そのものでしたね～。といってるうちに「味噌ソフト」販売店を発見した我々は何の迷いもなく「味噌ソフト」を注文したのでありました（このメンバーで道端でソフトを食べてる光景って・・・）。さてさて、そのお味とは・・・。う～ん、微っ妙～。「味噌ソフト」と知らずに食べていたらただのソフトクリーム・・・、いやいや、おいしかったですよ～。確かに一口食べてしばらくするとほのかに味噌の辛い味わいがお口の中にふんわりと広まって・・・ま、物は試しですね～、話のネタに善光寺に来られたときは是非食べられてみてはいかがでしょう？それでは「味噌ソフト」イメージキャラクター（勝手にこんなこと言っていいんだろうか・・・、ま、いっか。）の金井の愛くるしい1shotをどうぞ。
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本画像に関する苦情は一切受け付けておりませんのであしからず・・・

＜学会に参加して＞

　今回、学術大会に参加させていただいて、疑問を持つことの大切さを改めて感じました。幅広い分野から数多くの研究が発表されていましたが、全てそれがどんな些細なことであっても疑問に感じたことが原点となって研究はスタートし、発展していきます。その結果が臨床に応用できればこんなにすばらしいことはないと思います。

　各地で多くの先生方が精力的に臨床の場で、研究の場で頑張っておられることを肌で感じることができ、非常に良い刺激となりました。

　

完


